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会会会会        議議議議        録録録録    
会 議 名 第４回まちづくり委員会 

開催日時 平成２２年９月７日（火）午後７時００分～９時００分 

場  所 役場第６会議室 

出席人数 

出 席 者 

（敬称略） 

（委員）赤羽昭比古、牛丸喜美子、本多啓次、水野隆幸、有賀寛

子、倉澤有里子、倉田英勇、関彰子、千田富子、中村文昭、原美

子、三浦一男 

（町）宮原、田中、殿内 

委 員 １２人 

町 ３人 欠 席 者 

（敬称略） 

（委員）竹内博尚 

                           計 １５人 

会議次第 

1． 開 会  

2． 委員長あいさつ 

3． 協議事項 

 （１）基本計画（検討案）について 

4． その他 

5． 閉 会 

資  料 （配布資料）次第、第３回会議録 

会議結果 グループ検討により第５章から７章まで検討しました。 

発言者 発言の内容 

副委員長 開会 

委員長 

昨日の新聞で岡谷の照光寺で五木寛之さんが講演されたとありましたが、戦後５０年が

右肩上がりの“そう”の時代だったが、彼の考えは今の時代そのものが“鬱”で、５０

年間は続くと考えているそうです。時代の雰囲気は辰野のまちづくりに影響があるかも

しれませんが、時代の雰囲気を感じてまちづくりの検討ができればと思います。 

 協議事項 

委員長 前回と同じように検討：１時間３０分、発表：３０分でお願いします。 

 ３グループに分かれて検討開始 

委員長 それでは、第７章の発表をお願いします。 

Ａ委員 

(第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

第７章は行政に絡んだ事項が多く、我々が検討するのに難しい部分もありました。最終

的に話が出たのが、財政が厳しい中で、収入を増やすために住民と行政が協働で何かで

きればといった話がでました。外から人を呼ぶための一歩をどのようにするか非常に大

切だと思います。その話が主でしたが、第１節の施策の部分で行財政運営について行政

側からも情報の発信がもう少し欲しいといった意見がでました。 

委員長 第７章は行政が主導の部分が多く協働のまちづくりとして切り込む事が難しいという

結論がでました。続いて、第３章、第６章をお願いします。 

Ｂ委員 

(第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

前回の続きの第３章第３節１からですが、 

・町光ファイバー通信網の利用によるインターネットサービスの活用⇒町光ファイバー

通信網を活用した地域情報化の推進に変更 

２について 

・情報化への評価⇒電子行政サービスに対する評価 

第４節１について 

・防災行政無線の難聴地域の情報提供⇒防災行政無線の難聴地域に関する情報提供に変

更 ・地域の合意（河川改修事業における）を削除 ・防災訓練への参加を削除  

・火の元点検の際、民生委員の立会いを削除 

２について 

・各区での交通安全施設の維持点検を削除 ・(辰野自動車学校や辰野緑十字会)を削除 

・防犯に関する注意の呼びかけ⇒防犯や行方不明者に関する注意の呼びかけに変更 

第６章第１節１について 

・パブリックコメントやシンポジウム等へ参加⇒パブリックコメントやワークショップ

等への参加に変更 ・「町民の声」への応募⇒「町民の声」等を通じた提言に変更 
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Ｂ委員 

(第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

・東京朝日会、ふるさと辰野会などとの情報の共有を削除 ・町民による各種イベント

の企画、開催を追加 

３について 

・施工の実施を削除 ・アダプトプログラムによる作業の実施を削除 

４について 

・「広報たつの」への関心⇒「広報たつの」への意見、提言に変更 ・審議会や番組企

画委員会、ホームページへの関心⇒審議会や番組企画委員会への意見・提言に変更 

５について、出来るだけ若者が自主的な活動ができるようにという事で 

・若者による各種イベントの企画・開催を追加 

第２節１について 

協働のまちづくりの中で同和という言葉を消したいという意見が出たので、 

・分館活動に人権同和教育を盛り込む⇒分館活動に人権教育を盛り込むに変更 ・地域

住民における人権問題の意見交換を追加しました。子ども達のいじめの問題、また町外

から町に来ていただいた方が住みよい町になるように、現状閉鎖的な地域も在るのでそ

れらを踏まえた意見です。 

２について 

・男女共同参画の学習会への参加と地域等による学習会の企画・運営を統合して、男女

共同参画の学習会への参加及び企画・運営に変更 

第３節１について 

・千葉県鋸南町民との交流⇒友好都市等と住民の交流に変更 

３について 

・日本福祉大学と辰野高等学校と町の三者による意見交換を削除 
委員長 続いて第５章をお願いします。 

Ｃ委員 

(第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

第５章第１節１について 

・家庭力という言葉が曖昧な部分があり、用語解説に入れるということですが多少抵抗

があると意見がでました。 

・家庭でのしつけのノウハウの伝授を追加 ・教育現場（学校、保育園等）への町民の

参加を追加 

２について 

・教育の場へ畑仕事を取り入れるを追加 ・子どもによる野菜作りの体験や参加を追加 

・栄養士などによる食育についての講座の実施を追加 

第２節１について 

・協働のまちづくりの変更は無いですが、現状と課題内の有害自動販売機の後に、イン

ターネット環境についても入れていただきたいと意見がでました。 

第３節１について 

・社会の仕組みを学ぶ機会を作るを追加 ・ホームステイの更なる充実を追加 ・学校

支援地域本部を用語解説に入れていただきたい。 

２について 

・文言など検討していませんが、今後の環境を考えると学校にクーラー等を入れること

に対して住民が意見を言う（学校施設の環境の更なる充実への提言）といった文章が入

ればと思います。 

第４節１について 

・分館活動の企画運営⇒分館活動の企画運営や参加に変更 ・自主サークルの企画運営

⇒自主サークルの企画運営や参加に変更 ・各種講座の企画運営⇒各種講座の企画運営

や参加に変更 ・生涯学習講座への参加を追加（町の分館活動だけでなくシニア大学等

も大切） 

２について 

・町民会館の維持管理⇒町民会館の維持管理への協力に変更 ・コンサートなどの企画

や運営のボランティアを追加 

第５節１について 

・文化財への理解と関心を高めるを一番最初に追加する事ですべてに繋がると思いま

す。 ・文化財保全活動への参加を追加 
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Ｃ委員 

(第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

２について 

・地域の芸術家の参画とボランティアの参加について１２１Ｐに入れる。 

・郷土の伝統行事への若者の積極的参加を追加 

３について 

・町からで主な施策の文化芸術活動を活用したまちづくりへの支援の削除について報告

がありましたが、地域の芸術家を支援するといった項目も入れたいので復活させていた

だきたいです。 

・協働のまちづくりについても地域の芸術家の参加やボランティアの参加を追加 

・全体的な話でレイアウトについてですが、主要施策の体系と主な施策を合体させて文

章を減らし分かりやすくして欲しいと思います。ちなみに塩尻市の総合計画の形式が分

かり易いと思います。字が多少ちいさくなりますが、上手く作成していただきたいと思

います。この委員会はそういった提言をする組織では無いですが、事務局で持ち帰って

いただきたいと思います。 

委員長 一応はすべて検討が終わりましたが、今の時点で何か意見等ございますか。事務局で今

までの意見を集約していただけますか。 

事務局 本日までにいただいた意見をまとめて、次回の通知と一緒に送付したいと思います。 

委員長 文書がかなり変更しているのでそれについても送付いただけますか。 

事務局 現在役場の部会も作業中ですので、協働のまちづくり項目をまとめたものを送ります。 

 次回委員会は９月２２日（水）午後７：００から 

副委員長 閉会 

 


